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1

私たちの会社は、良きクルマは良きハガネからの理念により誕生した特殊鋼メー

カーで、愛知県東海市に本社があり、お客様のニーズに応えたモノづくりをして

います。

私の勤務する刈谷工場は、当社発祥の地で現在は世界№1奪還を目指し、ステン

レス形鋼を製造しています。製造工程は、圧延・熱処理・矯正・酸洗い・検査を

へて出荷されお客様の元へ届けられます。

2020年4月、組織が改定され、熱処理と矯正の合同サークルとなりました。私の

サークルはリーダーが不在となり、私がリーダーをやるしかない！と覚悟を決め

ましたが、大変そうなので福丸君にサブリーダーをお願いしました。

私は愛知県出身で２００６年に配属されてから、熱処理一筋。QCサークル活動で

は、全社大会に３回出場した実績が認められサブリーダーの経験を経てサークル

リーダーに抜擢されました。
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②

そして三カ年計画を立て、３つの「シン」をキーワードとして、サークルと一緒

に私も成長し、みんなから信頼される真のリーダーを目指した活動に取組むこと

にしました。

1年目 サークル活動を行うための基礎固めとして、ペアで仕事を教え合い、対

話ができる姿を目指すことにしました。

私は、土台作りのために、ペアでお互いの仕事を教え合い、仕事を覚え、対話が

できる環境を整える作戦を立てました。

一年目

サークル活動を行うための土台作り

私はみんなにペア作戦を説明し、若手は賛同してくれましたが、ベテランは消極

的でした。そこで私はやる気のある若手を対象にペア作戦を開始することを決め、

計画を立て実施することにしました。

私がリーダーとなり初会合が行われましたが、お互いに意見が出ず、散々な会

合でした。世話人から「サークルの現状を把握してみたら」とアドバイスをい

ただき、調査しました。

サークルの現状は、合同サークルになった結果、サークルレベルはCゾーンとな

り、お互いの仕事が分からず、対話が成立しない状況でした。
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③

ペア作戦開始です。それぞれの相方が手順書教育を行い、知識を付けました。技

能もそれぞれの相方が教官となり実習教育を実施することでスキルUP。意見交

換ができるようになりました。

1年目はペア作戦の実施で、知識・意識・技能が身に付き、対話ができるように

なりサークル活動を行うための土台ができた。結果、サークルレベルがBゾーン

に近いCゾーンへ上昇しました。

土台をベースに共通する困りごとを意見交換し、サークルが進化するテーマを目

標に掲げ、困りごとに寄り添う活動を私が仕掛けます。

意識が変化したことで、活発な意見交換を交えた会合が開催できました。

次は、みんなの気付き困りごと「段差手直しを減らしたい」に取組んだ事例です。

段差不良は全体の品質不良の中では僅かな量ですが、手直しに月20時間以上か

かっている慢性品質不良です。
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④

段差不良とは辺に段差が発生したものであり、矯正保証項目で品質保証していま

す。段差不良の材料はハンマーで叩いて真っ直ぐに修正して、お客様へ届けてい

ます。段差不良の発生源は冷却シャワーで熱処理後の材料を冷却すると角度が変

わります。

矯正機では先後端は矯正できず、冷却後の角度がそのまま残り、角度が規格か

らはずれていると段差が発生します。冷却シャワー後の角度管理基準は90度±2

度で管理し、冷却シャワーの角度調整方法は作業標準に沿って行っています。

作業者は標準通り作業し、角度は管理基準内に入っているが段差が発生してい

ることが判明。どの角度で発生するのか調査した結果、89度以下、91度以上で

あることがわかりました。段差を発生させているのは経験の浅い若手でした。

若手はベテランに比べ、バラツキが大きい。段差の出ない角度90度±1度へ管理

基準を変更し、段差不良撲滅を目標に掲げ、計画を立て取組む事に決めました。

若手が調整すると角度のバラツキが大きい訳は、微調整がカンコツ作業だからで

す。調整の上手い西野さんを真似すれば、若手も同じようにできるのでは？と考

えました。

西野塾を開いてもらいました。シャワーの傾き調整は上№1が要で傾きと流量の

バランスで決まる。右に叩くと角度が大きくなり、流量を増やすと角度が大きく

なる等のノウハウを教えていただきました。
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 現  認

  標準化 
シャワー流量調整

 角度  ？

 微調整 
シャワー流量調整

 微調整 
シャワー傾き調整

  標準化 
シャワー傾き調整

   

  

「シャワー角度調整方法」の    

作成      年 月   

作成者   

カンコツ

シャワー角度
調整開始

調整  
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⑤

西野さんに実演していただきました。シャワーの傾きは「これぐらい」流量は

「これぐらい」の見て覚えろの教え方では、若手は理解できず、誰でも同じも

のができるようにカンコツを無くす決意を固めました。

カンコツを無くすために検討した結果、シャワーは傾きゲージを設置、流量はバ

ルブの交換と流量計を変更、シャワー調整の見える化改善を行うことを決めまし

た。対策実施です。シャワー角度がわかる傾き計を錆びにくいステンレスで作製

し、ベテランの椋野さんが設置してくれました。

次にシャワー流量の見える化改善に取組みました。ボールバルブから微調整が簡

単なストップバルブへ変更し、ひと目でわかる流量計へ交換しました。

効果 認です。段差不良を撲滅することができ、若手がベテランと同じように調

整ができるようになりました。目標達成する事ができました！

標準化と管理の定着です。冷却後の角度管理基準を90度±1度へ変更し標準とし

ました。アングル新管理基準を保証する限界ゲージを使用し、現在も段差不良

「0件」を維持継続中です。

みんなの困りごとである段差不良をテーマとし取組みました。若手がカンコツを

習得するのは難しく、シャワー調整ではベテラン西野さんに協力してもらい見え

る化改善ではベテラン椋野さんに協力してもらった事で若手もベテランと同じ様

に作業が出来るようになり、私もサークルも成長することができました。
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  度   度
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⑥

石槌くんの紹介です。半 特別支援学校を卒業後、ダイバーシティ枠で当社に

入社。熱処理工程の入側作業を担当しています。

入側作業は、はじめに現 と作業誌№の照合 認し、違う場合は上司に報告しま

す。次に並べ本数を計算、ホワイトボードへ記入等を行い、解束後、並べます。

上位方針に取り組むことにより、サークルのレベル・結束力が向上できると世

話人よりアドバイスを頂き、また、これまでの活動を活かせる取り組みでサー

クルの成長を行うことにしました。

2022年度の課方針で寄り添い活動があげられ、私はみんなに「石槌君に寄り添っ

た活動をしよう」と提案しました。石槌君は、ダイバーシティ入社です。私が声

かけすると、計算が苦手でラインが間に合わない時があると悩みを打ち明けてく

れました。

活動期間 2022年04月～2022年09月
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⑦

並べ本数の計算方法は、形状・幅ですべて異なり、最大並べ本数は標準化されて

います。鋼材申し送り票に記入してある圧延本数から最大本数で割った数が並べ

本数です。割り切れずに端数が出た場合は、均等に並べて流さないと焼きムラが

出てしまうため、均等にする必要があります。

例えば、幅20㎜のフラットバーで285本の場合、36本を5回、35本を3回並べます。

この複雑な本数計算を暗算で行っていますが、手間取ると間に合わず、材間が空

く。僅かなロスでも積み重なると生産計画に大きな影響を及ぼすのです。

材間ロスを調べてみると月5時間もロスしていることがわかりました。サイクル

タイム3分のうち計算を10秒以内に行わないと間に合いません。石槌君は1分以

上もかかり、本数計算は石槌君にとってネック作業でした。

今のままでは補助者なしだと 実に材間ロスが増える。私は本数計算を簡単にで

きる改善を行い、石槌君をひとり立ちさせよう！と決意を表明し、みんなで取組

むことにしました。

石槌君が早く計算できるには、自動化が理想であるが、コストがかかるため、お

金がかからないエクセルを活用することにしました。私は四苦八苦しながらも本

数計算ファイルを作成しました。圧延本数と最大本数を入力するだけで、簡単に

並べ本数が分かるようになりました。

本数計算の改善で材間ロスゼロ、そして石槌君を独り立ちへ、計画を立て取組

むことにしました。本数計算は慣れると暗算が一番速い。しかし、石槌君が早

く計算できるようにするためには、暗算以外の方法へ変える必要がありました。
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⑧

本数計算ファイルの評価について、メンバーからは高評価でしたが、石槌君は浮

かぬ様子でした。その訳は、石槌君にとってエクセルはやることが多く、数字を

忘れてしまうからでした。「もっとシンプルにして欲しいです」と石槌君に言わ

れました。

自動計算の方法で検討し、叱咤激励したものの何も良い案は浮かびませんでし

たが石槌君から「スマホのようにワンタッチ操作」と画期的なアイデアを提案

してくれました。するとメンバーから「発送アプリのようにワンクリック選択

はどうですか」「それなら僕にもできそう」と石槌君が絶賛してくれました。

お金がかかるアプリは作れないなぁーと悩んでいたら、福丸君から「アツアツ

サークルの河津君が作れるらしいよ」と聞き、共同でアプリを作る事にしまし

た。私がシンプルで使いやすいデザインを提案し、アプリ制作にかかりました。

石槌君に相談しながら何度も試行錯誤の末、共同アプリの 成です。

圧延本数をテンキーで入力し、計算をクリックするだけで並べ本数がわかる、

シンプルな本数計算アプリが 成しました。石槌君に使ってもらうと「シンプ

ルで簡単、これなら大丈夫」と絶賛してくれました。石槌君はひとり立ちしま

した。

効果 認です。並べ本数の計算を暗算からアプリ化へ変更し、誰でも2秒で本数

計算ができ、慌てることなく、安全に作業ができるようになりました。生産ロス 

ゼロ、目標達成です。みんなで喜びを分かち合いました。新人でもすぐにアプリ

がつかえるようマニュアルを作成しました。

課方針の多能工化推進から見えてきた石鎚くんの困りごと、並べ本数計算をアツ

アツサークル協力でアプリ化でき、石鎚君は無事ひとり立ちすることが出来まし

た。サークル運営・アツアツサークルとの連携が私自身の成長へと繋がりました。
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⑨

『簡単アプリ』の事例を私と石鎚君で、ＱＣサークル全社大会で発表。全社大

会で２位に選ばれ活動に自信を持つことが出来ました。また全国大会へも進む

ことが出来、大舞台での報告で自信を持った石鎚君が会合での発言が出来るよ

うになりました。

現在の活動は、次期リーダーの福丸君がリーダーとなった時に困らない様にしっ

かり寄添い育成を行っています。また、石鎚君を苦しめた本数計算も自動化する

ことでさらに簡単で楽な作業になっています。

３年間の活動を振返って、 年目は『ペア活動』で職場を知りサークル活動の

ための土台作り、２年目で新生サークルとして全員でテーマ『シャワー調整の

見える化』に取組み、活動の出来るサークルへと進化。３年目は上位方針を起

点にテーマ『本数計算の簡単アプリ化』に取り組みサークルの成長を飛躍させ

ることが出来ました。

サークルレベルは、３年間でＣゾーンからAゾーン手前まで上昇させることが出

来ました。今後はＱＣ手法を主にサークルを成長させＡゾーンを目指して活動を

行います。
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